
秋田工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 図形・画像工学
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産システム工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「ディジタル画像処理入門」　酒井幸市著　コロナ社、自製プリント
担当教員 竹下 大樹
到達目標
１．ディジタル画像処理の基礎を理解する。
２．2値画像や多値画像を対象とした具体的な処理を習得する。
３．画像処理における諸問題に対応できる能力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 ディジタル画像処理の基礎を十分
に理解する。

ディジタル画像処理の基礎を理解
する。

ディジタル画像処理の基礎を理解
できない。

評価項目2
2値画像や多値画像を対象とした具
体的な処理を習得し、応用できる
。

2値画像や多値画像を対象とした具
体的な処理を習得する。

2値画像や多値画像を対象とした具
体的な処理を習得できない。

評価項目3 画像処理における諸問題に高度に
対応できる能力を身につける。

画像処理における諸問題に対応で
きる能力を身につける。

画像処理における諸問題に対応で
きる能力を身につけることができ
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 複雑で多岐にわたる工業技術分野に貢献できる技術を有し，複合領域にも対応できる能力を修得するため，情報処理分

野において広く利用されている画像処理を理解する。

授業の進め方・方法 講義形式で行う。必要に応じて適宜小テストを実施し，レポートを課す。
試験結果が合格点に達しない場合，再試験を行うことがある。

注意点

合格点は 60 点である。成績は，試験結果 70%，レポート 30% で評価する。
特に，レポート未提出者は単位取得が困難となるので注意すること。

（講義を受ける前）教科書を予習し，講義に備えること．
（講義を受けた後）レポートを課すので，講義内容を理解し，スキルの習得に努めること．

自学自習時間は前期週4時間（合計60時間）である．
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業ガイダンス
ディジタル画像とコンピュータ

授業の進め方と評価の仕方について説明する。
ディジタル画像に対する画像処理の概要を理解できる
。

2週 濃度変換 ヒストグラムについて理解できる。
3週 空間フィルタ 空間フィルタリングの技術について理解できる。
4週 空間フィルタ 空間フィルタリングの技術について理解できる。
5週 2値化画像 2値化画像を用いた画像処理について理解できる。
6週 2値化画像 2値化画像を用いた画像処理について理解できる。
7週 パターン認識 パターン認識の技術について理解できる。
8週 パターン認識 パターン認識の技術について理解できる。

2ndQ

9週 フーリエ変換 離散フーリエ変換，高速フーリエ変換について理解で
きる。

10週 フーリエ変換 離散フーリエ変換，高速フーリエ変換について理解で
きる。

11週 画像の直交変換 画像の直交変換について理解できる。
12週 画像の直交変換 画像の直交変換について理解できる。
13週 ディジタルフィルタ ディジタルフィルタについて理解できる。
14週 ディジタルフィルタ ディジタルフィルタについて理解できる。

15週 到達度試験（前期末） 上記項目について学習した内容の理解度を授業の中で
確認する。

16週 試験の解説と解答 到達度試験の解説と解答、授業アンケート
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 70 30 100
知識の基本的な理解 50 20 70
思考・推論・創造への適用力 10 5 15
汎用的技能 10 5 15
態度・嗜好性 (人間力) 0 0 0
総合的な学習経験と創造的思考力 0 0 0


